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徐
聞
東
漠
墓

目

録

ー
、
西
漢
及
び
新
代

11、
東
漢
早
期
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東
漢
中
期

z、
東
漢
晩
期
①

東
漠
晩
期
②

東
漠
晩
期
③

目
覚
し
く
、
同
国
の
考
古
専
門
誌
を
毎
号
の
よ
う
に
賑
わ
せ
て
い
る
。
漠
代
の

墓
葬
が
木
郭
か
ら
漸
次
碑
築
に
移
行
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
碑
築
墓
の
材
料
が
空
心
碑
か
ら
小
碑
に
交
替
す
る
こ
と
も
周
知
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
ほ
、
わ
が
国
で
も
古
く
か
ら
諸
家
の
優
れ
た
論
考
が
あ
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①
②

り
、
殊
に
最
近
で
は
長
谷
川
誠
一
及
び
町
田
章
両
氏
の
広
範
な
研
究
が
あ
り
、

前
者
は
小
簿
墓
に
お
け
る
拱
（
ア
ー
チ
）
構
法
の
発
生
と
変
遷
に
関
し
、
後
者

は
漢
代
墳
墓
全
般
、
特
に
傳
築
墓
の
規
模
・
型
式
の
変
遷
に
つ
い
て
詳
し
い
。

長
谷
川
論
文
に
お
け
る
空
心
簿
墓
斜
岐
頂
と
小
傳
墓
弧
頂
の
前
後
関
係
に
関

す
る
考
察
、
ま
た
町
田
論
文
に
お
け
る
大
墓
と
中
小
墓
を
分
離
し
て
漢
代
墳
墓

の
特
徴
を
整
理
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
卓
見
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

本
稿
も
そ
の
多
く
を
両
論
文
の
成
果
に
負
う
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
も
相
継
ぐ
遣
吐
・
遺
構
の
発
現
は
、
先
学
諸
家
の
考

察
を
跡
づ
け
る
に
せ
よ
、
修
正
す
る
に
せ
よ
、
改
め
て
整
理
し
て
お
く
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
最
近
に
調
査
報
告
の
行
わ
れ
た
事
例
を
中
心
に
、
漢
代

傳
築
墓
、
特
に
小
薄
墓
の
発
生
時
期
と
、
そ
の
分
布
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
種
の
研
究
に
お
い
て
、
現
場
を
実
見
せ
ず
論
考
を
進
め

る
危
険
は
問
わ
れ
る
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
不
備
は
、
今
後
の
研
究
と
大

方
の
批
判
を
仰
ぐ
こ
と
に
よ
り
修
正
を
重
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
本
稿
に
使
用
し
た
表
・
図
は
、
そ
の
大
部
分
を
本
学
工
学
部
建
築
学
科

昭
和
五
十
四
年
卒
業
生
平
尾
和
久
君
（
現
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
住
宅
建
材
株
式
会
社

③

勤
務
）
の
卒
業
研
究
に
よ
り
、
一
部
の
作
成
は
、
本
学
大
学
院
工
学
研
究
科
建

築
学
専
攻
（
修
士
課
程
）
谷
村
昭
君
を
煩
わ
せ
た
。

註①
長
谷
川
誠
一
「
中
国
に
お
け
る
拱
式
架
構
の
出
現
」
考
古
学
雑
誌
第
五
七
巻
第
四

号
（
一
九
七
一
）

②
町
田
章
「
華
北
地
方
に
お
け
る
漢
墓
の
構
造
」
東
方
学
報
京
都
第
四
十
九
冊
（
昭

和
五
十
二
年
二
月
）

二
、
漢
代
榑
墓
の
事
例

①

表
一
は
近
年
の
中
国
考
古
学
専
門
誌
に
調
査
結
果
が
紹
介
さ
れ
た
漢
代
を
中

心
と
す
る
陣
築
墓
（
以
下
単
に
礒
墓
）
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
こ
に
傳
墓
と
呼
ぶ

②
③

の
は
、
空
心
礒
ま
た
は
小
陣
で
築
か
れ
た
地
下
墳
墓
を
い
う
が
、
若
干
の
陣
石

合
構
（
混
用
）
墓
を
も
含
む
も
の
と
す
る
。
以
下
に
同
表
の
項
目
名
に
つ
い
て

説
明
を
加
え
る
。

①
記
号

築
造
期
別
の
順
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
Ａ
な
い
し
Ｅ
（
期
別
と
ア
ル
う
て
ヘ

ッ
ト
の
関
係
は
③
で
説
明
す
る
）
で
示
し
、
同
期
の
も
の
は
、
原
則
と
し
て

地
理
的
に
東
北
に
位
置
す
る
も
の
か
ら
順
に
数
字
を
打
つ
。
但
し
Ｂ
に
つ
い

て
は
、
明
ら
か
に
年
代
が
上
る
と
思
わ
れ
る
１
な
い
し
５
を
前
に
置
き
、
以

下
は
原
則
に
従
っ
た
。
Ｃ
以
下
に
つ
い
て
も
年
代
の
前
後
関
係
の
明
瞭
な
も

の
が
若
干
存
在
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
年
代
の
項
に
譲
り
、
数
字
の
順

は
す
べ
て
原
則
に
従
う
。
な
お
本
文
中
に
記
号
を
引
用
す
る
と
き
は
〈
〉

で
囲
む
。

③
名
称
（
所
在
地
）

す
べ
て
調
査
報
告
書
の
名
称
に
従
う
。
墳
墓
の
名
称
は
被
葬
者
の
名
を
冠

す
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
場
合
は
そ
れ
を
知
り
得
な
い
の
で
、

一
般
的
に
は
所
在
地
、
ま
た
は
そ
れ
に
そ
の
墳
墓
の
特
徴
（
例
え
ば
壁
画
を

③
平
尾
和
久
「
中
国
陣
の
組
積
工
法
の
史
的
研
究
」
関
西
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒

業
論
文
（
一
九
七
九
）
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空
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碑
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6
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心
碑
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画
あ
り
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頂
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縫
順
靭
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形
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碑
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2
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陽
西
漢
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画
墓
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6
1
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墓

(元B
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4～8成~

7帝)
 

主
室
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披

空
心
碑

考
古
学
'6 報4

-
4
 

耳
室

券
頂
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碑

B
3
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南
桐
柏
万
閥
漠
墓

(武B
帝C
～14西0

~漢
A末
D
 6
)
 
単

室
？
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列
交
錯
靭

小
紺

3
座
あ
り

考
古
'
6
4
-
8

B
4

 
河
南
済
源
洒
澗
溝
漢
墓

M
1
6

(焼MB
溝1C6
三3よ2期~り梢以A

前晩D
2
0
)
 

単
室

円
洪
形
券

錯
縫
順
靭

小
碑

3
座
あ
り

文
物

'
7
3
-
2

同
M
2
4
 

単
室

円
洪
形
券

錯
縫
順
靭

小
縛

M
1
6
と
起
券
法
が
異

る

B
5

 
河
南
翠
県
石
家
庄
古
墓
群

焼
溝
三
期

墓
門

楯
式

空帯心有子碑
母
口
的

空
心
碑
は
や
や
小
さ

考
古

'
6
3
-
2

し、

砥
室

並
列
塁
靭

空
心
碑

B
6

 
河墓
南
鄭
州
新
通
橋
画
象
空
心
碑

西
漢
晩
期

墓
門

楯
式

帯
樺
空
心
碑

文
物

'
7
2
-
1
0

砥
室

呈
洪
脊
状

錯
縫
儀
靭

帯
押
空
心
碑

空彫心られ碑
に
は
図
案
が

長
方
形
空
心
碑

て
い
る

B
7

 
河
南
翠
県
葉
嶺
村
西
漠
墓

西
漠
末
～
新
代

弧
頂

順
縛
錯
縫
畳
靭

小
縛

一
部
石
造

考
古

'
7
4
-
2

B
8

 
西
安
東
郊
韓
森
砦
漢
絡

西
漠
晩
年

主
塞

券
洞
式

小
碑

文
物

'
6
0
-
5

耳
室

券
一
弓
形

土
洞

B
9

 
湖
南
長
沙
古
代
墓

王
非
代

墓
室

券
頂

単（塀壁）
平
碑
直
硼

乎
碍

文
物

'
6
0
-
3

B
1
0
 
湖
南
零
陵
李
家
園
発
現
新
非
墓

王
非
代

単
室

券
頂

小
碑

考
古
'
6
4
-
9

B
1
1
 
洛
陽
老
城
西
北
郊
81
号
漠
墓

元
帝
～
王
非
代D

 
雨

道
(
B
C
3
3
~
A
 
6
)
 

横
舗
平
頂

塁
靭
（
竪
硼
）

空
心
簿

考
古
'
6
4
-
8

主
室
門

楯
式

特
制
空
心
碑

空
隙
に
小
縛
を
つ
め

る
墓

室
平
頂
両
斜
式

横
硼
三
層

樺
卯
的
空
心
碑

耳
室
は
土
横

認
惹
嬬
Q
~
隈
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漢
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名
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所
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地
）

年
代

部
位

構
造

法
と

材
料

掲
報
告
載
書誌

記
号

法
壁

靭
法

碑
の
種
類

I
モ
の
ル
種
ク
類ル

備
考

頂

C
l

 
北
京
昌
平
白
浮
村
漢
墓

新
芽
代
前
後

単
室

洪
券
（
二
層
）

両
舗
一
立

小
碑

考
古
'
6
3
-
3

ー
舗
一
立

合
計

10座
出
土

C
2

 
河
北
定
県
北
庄
漢
墓

建(武A
三D
十54年)

 
券
頂

対
縫
硼
築

長
方
，
扇
形
縛

中
山
簡
王
劉
焉
の
墓

文
物
'
6
4
-
1
2

C
3

 
山
西
太
原
金
勝
村

9
号
漠
墓

東
漢
早
期

単
室

船
縫
頂
式

交
互
平
靭

小
碑
，
子
母
縛

石
榔
縛
室
墓

文
物

'
5
9
-
1
0

C
4

 
江
蘇
塩
城
三
羊
塾
漠
墓

西
漠
末
～
東
漢
早

平
舗
一
層

土
坑
縛
柳
砥

考
古

'
6
4
-
8

C
5

 
河
南
鄭
州
二
里
闘
漠
画
象
空
心

西東漠漢
l晩早期期

屋
脊

空
心
薄

封象碑門をに小含碑む
併
用
画

考
古

'
6
3
-
1
1

胃
墓

M
3
2
 

M
3
3
 

並
列
平
放

C
6

 
河
南
榮
陽
河
王
水
庫
漢
墓

王
非
代
～
東
漠
中

四
面
結
頂
？

小
聰

文
物
'
6
0
-
5

C
7

 
河
南
桐
柏
万
閥
漢
墓

東
漢
早
期

弧
形
券
頂

乎
列
交
錯
畳
硼

小
碑
，
楔
形
碑

考
古

'
6
4
-
8

C
B

 
江
西
南
昌
市
郊
漠
墓

新
代
～
東
漢
初

単
室

券
頂

長
方
形

考
古
'
6
4
-
2

C
9

 
江
西
南
昌
青
霙
譜
漠
墓

東
漠
前
期

単
室

洪
頂

乎
臥
縦
硼

長
方
形
，
斧
形

考
古
'
6
0
-
1
0

C
l
O
 
広
東
紹
関
市
郊
古
墓
M

S
東
漢
初
期

円
洪
形
単
券

平硼
放，

順
碍
畳

長
方
形
，
刀
形

考
古

'
6
1
-
8

同
M
1
2
 

券層頂）
（一，

二

e
n
 
広
州
動
物
園
東
漢
建
初
元
年
墓

東（
漢
初
期

A
D
7
6
)
 

雨
道
，
後
室

券
頂

平
碑
，
斧
形

大
型
縛

文
物

5
9
-
1
1

中
室

円
錘
形

双
隅
結
靭

下
方
上
円
で
あ
る

C
1
2
 
広
東
徐
聞
東
漢
墓

東
漢
前
期

単
室

券券頂頂
顧
碑
丁
碑
相
聞

小
薄

章
（
帝
前
後
）
？
 

考
古
'
7
7
-
4

A
D
8
6
 

同
碑
石
合
構
墓

長
方
形
石
板
硼

小
碑

頂
部
の
み
縛
硼
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（
皿

）
東

漢
中

期

記
号

名
称
（
所
在
地
）

年
代

部
位

構
造

法
と

材
料

備
考

掲
報
告
載
書誌

法
1
壁

靭
法

1
碑

の
種

類
！

忍
は

溢
頂

D
1

 
壌内蒙漢古墓

自
治
区
包
頭
市
腐
爾
吐

前
室

四薩面式起頂券？
的
弯

小
碑

文
物

'
6
0
-
2

後
室

円
券
頂

D
2

 
遼
寧
濡
陽
伯
宮
屯
漠
墓

東
漠
中
期
か
梢
晩

碑
榔

洪
券
頂
？

子
母
縛

考
古

'
6
4
-
1
1

D
3

 
江
蘇
丹
陽
東
漢
墓

永(元A
十D
l三O年l) 

長
方
碑

考
古

'
7
8
-
3

D
4

 
洛
陽

14号
漢
墓

四
面
撰
頂

小
碑

文
物
参'5考5

-資10料

弧
券

小
碑

隔
壁
（
塀
）

空
心
簿

D
5

 
河
南
常
県
石
家
庄
古
墓

墓
門

楯
式

小
碑
，
空
心
薄

考
古

'
6
3
-
2

単
室

券
頂

交
錯
縦
連
硼
法

小
碑

D
6

 
甘
粛
酒
泉
県
下
河
清
漢
墓

M
l

東
漠
時
代

頭
道
門

三
重
券
靭

小
薄

下櫓壁部あに単り
券
で
付
く

文
物

'
5
9
-
1
0

前
室

弯
薩
頂

丁
掟
頂
，
徒
硼

小
薄
，
壁
画
碑

写
真
で
は
四
面
撰
頂

後
室

満
硼
成
棋
形

一
丁
三
順

小
碑

文
物

'60---2

前
門

三
重
券

子
母
碑

植
壁
あ
り

後
室

券
頂

長
方
，
子
母
碑

D
7

 
江
西
南
昌
東
漠
墓

単
室

券
頂

両
横
両
縦
錯
縫

長
方
，
刀
形
碑

考
古

'
7
8
-
3

D
8

 罰
紅

14年
墓
＜
湖
南
・
衡

墓
室

券
頂
？

双
碑
乎
靭

長
方
，
斧
形
碑

文
物

'
7
7
-
2

D
9

 
広
東
仏
山
市
郊
瀾
石
東
漠
墓

前
室

畳
渋
単
薩
頂

錯
縫
乎
舗

長
方
，
楔
形
碑

考
古

'
6
4
-
9

後
室

券
頂

錯
縫
平
舗

撼
ギ
惹
嬬
Q
~
瞑
.
>
J
~
Q
(
B
~
U
0;, t-' 

l
 

I
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表
ー

(
N
)
東

漠
晩

期
①

部
位

構
造

法
と

材
料

備
掲
報
載
告
誌書

記
号

名
称
（
所
在
地
）

年
代

法
1
壁
硼
法

1
碑の種類

I
~
勾iM

考
頂

E
l
 
内
蒙
古
和
林
格
爾
東
漠
壁
画
墓

永(和A
五D
1年50以)

降
墓

室
弯
薩
頂

一
丁
三
順

長
条
薄

封ル門ク簿ル使に壁用か画。？
モ

文
物

'
7
4
-
1

甫
道

券
頂

E
2
 
北
京
順
義
臨
河
村
東
漢
墓

焼
溝

五
型

墓
門

一
丁
ー
順

小
碑

壁痕上跡
に
塗
抹
石
灰
の

考
古

'
7
7
-
6

E
3

 
北漢墓京群昌

平
半
裁
塔
村
東
周
和
両

単
室

双
券
頂
？

両立
舗，

ー
舗
一

小
簿

考
古
'
6
3
-
3

E
4

 
河
北
定
県
43
号
漢
墓

景(平174三)年
？

耳
室

一
層
券
？

単
縛

中か山？
穂
王
劉
暢
の
墓

文
物

'73-11

前
室

双
層
券
？

後
室

三
層
券
？

扇
面
単
碑

E
S

 
河
北
石
家
庄
市
北
宋
村
漢
墓

墓
室

単
層
円
洪
券

扇
形
簿

用白
灰
潅
漿
を
使

文
物

'
5
9
-
1

E
6

 
河
北
石
家
庄
市
橋
東
単
室
碑
墓

雨
道

洪
頂

長
方
碑

文
物

'
5
9
-
4

E
7

 
山
西
孝
義
張
家
庄
漢
墓

前
，
後
室

方
錐
頂

条
碑

石
灰
使
用

考
古
'
6
0
-
7

耳
室

双
層
円
頂

E
B

 
山
西
丙
城
石
門
村
漠
墓

墓
門

券
門

小
碑

壁
画
あ
り

考
古
'
6
3
-
9

E
9
 
安
徽
奄
県
鳳
凰
台

1
号
漢
墓

用
道

単
券

小
碑

壁
画
あ
り

考
古
'
7
4
-
3

E
l
O
 
江
蘇
徐
州
銅
山
碑
石
結
構
墓

墓
室

券
頂

長
条
，
券
簿

考
古
'
6
4
-
1
0

E
l
l
 
河
南
鄭
州
二
里
闘
漢
代
小
碑
墓

隔
壁

券
門

縦
列
錯
縫
碑
築

長
方
簿

考
古

'
6
4
-
4

墓
壁

一
丁
二
順

E
l
2
 
河壁南画墓密

県
打
虎
亭
漠
代
画
象
石

券`
頂
三
層

長
方
，
楔
形
碑

石
灰
使
用

壁
画
あ
り

文
物

''6702--410 



表
ー
CW)

東
漠

晩
期

②

記
号

名
称
（
所
在
地
）

年
代

部
位

構
造

法
と

材
料

備
掲
報
告
載
書誌

法
i
壁

硼
法

碍
の
種
類

I
忍は潅

考
頂

E
1
3
 
洛
陽
東
関
東
漠
殉
人
墓

焼
溝

5
型
墓

墓
門

双
層
円
批
券

長
方
，
扇
面

石
灰
塗
抹
を
用

碑
石
混
合
硼
築
。

文
物

'
7
3
-
2

い
て
加
固

雨
道

双
層
券
頂

一
竪
四
二
順
順
等，

 三
順，

前
後
室

券層頂）
（一

，
 ニ

E
1
4
 
河
南
霊
宝
張
湾
漠
墓

M
2

前
室

弧
形
券
頂

小
縛

石
灰
で
舗
装

文
物

'
7
5
-
1
1

同
M

3
 

後
，
耳
室

弧
形
頂

小
碑

E
1
5
 
河
南
南
陽
東
漠
許
阿
置
墓

建(寧1703)
年
～
三
国
期

単
室

石
造
石
条
平
蓋

硼四横法
一
竪
圧
縫

小
碑

文
物

'
7
4
-
8

E
1
6
 
甘
粛
武
威
雷
台
東
漠
墓

前後，室中
'
 複
斗
式

小
碑

天
井
に
壁
画

文
物

'
7
2
-
2

・-E
1
7
 
甘
粛
武
威
勝
家
庄
漢
墓

～
魏
晋
代

甫
道

洪
形
券

小
碑

考
古

'
6
0
-
6

前
室

四（方面撰）
頂

後
，
耳
室

四（長面撥方頂）
 

：
 

.El.8 
甘
粛
涯
泉
漠
代
小
咳
墓

M
3

壊
室

蓋
住
墓
頂

乎
砺

条
薄

子
供
の
墓

考
古

'
6
0
-
6

一
-

単
室

洪
形

平
靭

子
母
，
条
薄

E
1
9
 
甘
粛
嘉
裕
関
漢
画
像
碍
墓

墓
門

洪重券〉
く五，

六
乾
縛

壁
硼
法
画
は
特
あ

殊
。
碑

文
物

'
7
2
-
1
2

に
ほ

象
り

。

前
，
中
室

複
斗
式

耳
，
後
室

券
洪
頂

継
起
惹
議
Q
~
醍

-\.1,\JQ~~
以
0
今
ド

lllf8 
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表
ー

(
N
)
東

漠
晩

期
③

代
構

造
法

と
材

料
報
掲
載
告
書誌

記
号

名
称
（
所
在
地
）

年
部

位
法

壁
硼

法
碑
の
種
類

モ
の
ル
種
ク
類ル

備
考

頂

E
2
0
 
青
海
西
寧
移
咆
郷
指
揮
庄
村
漠

墓
券
頂

小
碑

文
物

'
5
9
-
2

E
2
1
 
青
海
西
寧
南
灘
漢
墓

券
頂

平
舗
錯
縫
硼

長
条
，
子
母
碑

考
古

'
6
4
-
5

E
2
2
 
湖
北
房
県
東
漢
墓

本(初14
元6)
年
～

墓
門

洪
形
く
四
重
＞

普
通
，
楔
形
縛

第碑三横券重。
目
は
普
通
，Jヽ

考
古

'
7
8
-
5

墓
室

券
頂

順
碑
錯
縫

E
2
3
 
四
川
阿
壻
州
漢
墓

単
室

船
筵
式
頂

錯
縫
平
硼

長
方
，
楔
形
碑

石
材
混
用

文
物

'
7
6
-
1
1

E
2
4
 

四
川
宝
興
県
来
金
山
北
麓
漠
墓

永（
建

5
年
～

130) 
単

室
券
頂

長
方
，
楔
形
碑

文
物
7
6
-
1
1

弧
形
薄

E
2
5
 
江
西
清
江
武
陵
東
漢
墓

墓
門

双
層
洪
門

長
方
碑

考
古

'
7
6
-
5

E
2
6
 
江
西
永
新
東
漢
墓

～
六
朝

乎
靭
，
横
硼

長
方
，
楔
形
碑

帯
樺
長
条
碑

I
 

考
古
'
6
4
-
8

E
2
7
 
湖
南
長
沙
東
屯
渡
東
漢
墓

券
洪
式

小
碑

文
物

'
6
0
-
5

E
2
8
 
貴
州
齢
西
県
漠
墓

券
頂
？

長
方
，
楔
形
碑

文
物

'
7
2
-
1
1

E
2
9
 
広
東
詔
関
市
郊
古
墓

永(和1383)
年

単
碑
乎
靭

長
方
，
刀
形
碑

考
古
'
6
1
-
8

E
3
0
 
広
東
仏
山
市
郊
瀾
石
東
漠
墓

前
室

M
6

 
弯
薩
頂

長
方
，
楔
形
碑

考
古

'
6
4
-
9

墓
門

双
券

同
M
1
4
 

前
室

円
券
頂

後
，
側
室

単
券
頂

.
 

--
-

.. ―
-



漢
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

第
四
期
、
東
漠
早
期
。

第
五
期
、
東
漢
中
期
。

第
六
期
、
東
漢
晩
期
。

も
っ
と
も
期
別
が
右
の
よ
う
に
画
然
と
判
定
し
得
な
い
事
例
も
勿
論
多
い
か

ら
、
そ
れ
ら
の
年
代
幅
等
は
本
項
目
中
に
説
明
し
た
。

な
お
、
こ
こ
に
早
・
中
・
晩
期
と
い
う
の
は
、
前
・
中
・
後
期
と
い
う
ほ

ど
の
意
味
で
あ
る
が
、
漢
代
の
墳
墓
に
関
し
詳
し
い
編
年
を
行
っ
て
い
る

④
 

「
洛
陽
焼
溝
漠
墓
」
（
以
下
単
に
「
焼
溝
漢
墓
」
）
で
こ
の
表
現
を
用
い
て
い

る
の
に
従
う
。
因
み
に
「
焼
溝
漢
墓
」
の
編
年
は

第
一
・
ニ
期
、
西
漢
中
期
及
び
そ
の
や
や
後
ま
で
。

第
三
期
（
前
期
）
、
西
漠
晩
期
。

第
三
期
（
後
期
）
、
王
非
及
び
そ
の
や
や
後
ま
で
。

E
 

D c
 

B
 
西
漢
•
新
、
高
祖
ー
淮
陽
王
、
B
C

二
0
二
年
な
い
し
A
D

二
四
年
。

東
漢
早
期
、
光
武
帝
ー
明
帝
、
二
五
年
な
い
し
七
五
年
。

東
漢
中
期
、
章
帝
ー
質
帝
、
七
六
年
な
い
し
一
四
六
年
。

東
漢
晩
期
、
桓
帝
ー
献
帝
、
一
四
七
年
な
い
し
一
三

0
年。

表
に
は
載
せ
て
い
な
い
）

紺 (.::} り （口） （イ）
(5) 

＠
 本

表
に
い
う
A
な
い
し
E
は
次
の
区
分
に
よ
る
。

秦
代
以
前
、

B
C
二
0
一
年
以
前
。

（
但
し
こ
の
期
の
も
の
は
本
稿
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
の
で
、
本

A 

(4) 

年
代

有
す
る
と
き
は
壁
画
墓
）
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

七

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
を
記
し
た
。

モ
ル
タ
ル
の
種
類
。
碑
の
組
積
に
モ
ル
ク
ル
の
使
用
が
明
記
さ
れ
て

そ
の
種
類
別

で
、
そ
の
第
一
な
い
し
三
期
（
後
期
）
が
本
表
の

B
、
第
四
・
五
及
び
六
期

が
本
表
の
C
.
D
及
び

E
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。

部
位

多
室
墓
等
で
主
室
・
耳
室
の
別
や
位
置
に
よ
り
構
造
の
異
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
こ
こ
に
部
位
名
を
示
し
、
構
造
形
式
と
対
応
さ
せ
る
。

構
造
法
と
材
料

頂
法
。
墓
室
頂
部
の
構
法
を
い
う
。
報
告
書
に
よ
っ
て
異
っ
た
名
称

で
も
殆
ど
同
じ
構
造
を
指
す
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
細
か
い
差

異
が
明
確
で
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
す
べ
て
原
報
告
書
の
と
お
り
に
記

す
。
個
々
の
構
造
の
特
徴
は
後
述
す
る
。

壁
硼
法
。
墓
壁
の
組
積
法
を
い
う
。
種
類
別
の
説
明
は
後
述
す
る
。

碑
の
種
類
。
使
用
さ
れ
て
い
る
薄
を
空
心
碑
と
小
碑
と
に
大
別
し
て

示
す
。
両
者
と
も
、
そ
の
形
状
の
単
純
な
も
の
と
複
雑
な
も
の
と
が
あ

る
が
（
例
え
ば
小
碑
に
お
け
る
楔
形
碑
・
子
母
碑
等
）
、

の
使
用
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
最
も
複
雑

と
思
わ
れ
る
も
の
（
主
と
し
て
頂
部
に
使
わ
れ
て
い
る
）
を
記
し
た
。

報
告
書
掲
載
誌
。
こ
こ
で
は
掲
載
誌
の
み
を
記
す
が
、
本
稿
末
尾
に

附
し
た
参
考
文
献
欄
に
報
告
書
題
名
等
を
挙
げ
た
。
参
考
文
献
の
記
号

は
本
表
の
記
号
に
対
応
す
る
。

な
お
「
焼
溝
漢
墓
」
で
は
、
主
と
し
て
頂
法
の
扱
い
方
に
よ
っ
て
墓
形
を



第
一
型
か
ら
第
五
型
ま
で
に
分
類
し
、
さ
ら
に
平
面
形
等
に
よ
っ
て
一
式
・

二
式
等
に
細
分
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
は
必
要
に
応
じ
本
文
中
で

説
明
す
る
。

註①
表
一
を
作
成
す
る
た
め
に
参
照
し
た
専
門
誌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

イ
、
文
物
参
考
資
料

一
九
五
一
年
一
期
か
ら
一
二
期
。
一
九
五
三
年
一
期
か
ら
六
期
。

ロ
、
文
物

一
九
五
九
年
一
期
か
ら
一
九
六
○
年
六
期
。
一
九
六
一
年
一
期
か
ら
一
九
六
六

年
五
期
。
一
九
七
二
年
一
期
か
ら
一
九
七
八
年
九
期
。

ハ
、
考
古

一
九
六
○
年
一
期
か
ら
一
九
六
四
年
一
二
期
。
一
九
六
七
年
一
期
か
ら
一
九
七

、
一
年
六
期
。
一
九
七
四
年
二
期
か
ら
一
九
七
八
年
六
期
（
う
ち
一
九
七
五
年
二
・

三
期
は
欠
）
。

各
専
門
誌
と
も
、
右
記
の
号
以
外
は
本
稿
で
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
は
後
日
稿
を
改
め
た
い
が
、
近
年
に
お
け
る
調
査
の
大
網
は
表
一
で
把
承
得

る
も
の
と
思
う
。

②
本
稿
に
い
う
空
心
傳
と
は
、
壁
卿
用
の
直
方
体
形
の
も
の
の
承
で
な
く
、
各
種
の

異
形
簿
も
含
む
も
の
と
す
る
。
因
承
に
「
焼
溝
漢
墓
」
（
本
文
後
出
）
で
は
空
心
陣

を
次
表
の
と
お
り
分
類
し
て
い
る
。

条
薄

柱
薄

背
薄

三
角
簿

薄
型

’ | 門琴
柱底

●

頂

平
頂
墓
一
弧
頂
墓

施
用
部
位

封頂門壁
堵 ・ ・
山背門底
塔 額

表註，本表中の用語につ

いては，本文中に必要に
応じ説明を加える。

１
、
空
心
陣
の
終
末

こ
こ
で
は
表
一
を
中
心
に
、
陣
墓
の
構
成
材
料
が
空
心
簿
か
ら
小
陣
へ
交
替

し
た
時
期
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
秦
代
以
前
に
小
陣
ま
た
は
そ
れ
に
類

似
し
た
も
の
が
墳
墓
の
構
造
体
ｌ
壁
体
や
頂
部
の
構
成
、
以
下
躯
体
と
い
う

①

ｌ
に
用
い
ら
れ
た
例
は
な
く
、
一
方
、
三
国
・
普
代
以
降
に
空
心
傳
が
存
在

し
た
こ
と
も
聞
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
交
替
期
が
漢
代
に
あ
っ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

河
南
省
鄭
州
二
里
崗
で
発
掘
さ
れ
た
二
座
の
漢
画
像
空
心
傳
墓
〈
Ｃ
５
〉

は
、
表
一
の
中
で
は
最
晩
期
に
属
す
る
空
心
陣
墓
で
あ
る
。
二
座
の
う
ち
、
第

三
三
号
墓
は
長
方
形
の
主
室
と
耳
室
と
か
ら
な
り
、
何
れ
も
長
さ
一
・
二
五
、

幅
○
・
五
六
、
厚
さ
○
・
一
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
空
心
傳
を
横
積
に
し
て
墓

壁
を
構
成
し
た
上
に
、
同
様
の
空
心
簿
を
並
列
平
放
（
平
天
井
の
形
に
陣
を
水

平
に
並
べ
て
置
く
。
平
頂
と
も
呼
ば
れ
、
「
焼
溝
漢
墓
」
に
い
う
第
一
型
の
墓

頂
）
の
墓
頂
を
作
っ
て
い
る
。
一
方
の
第
三
二
号
墓
（
図
己
は
長
方
形
単
室

③
本
稿
に
い
う
小
傳
と
は
、
空
心
陣
で
な
い
焼
成
煉
瓦
で
、
長
方
体
形
の
も
の
の
ほ

か
、
喫
形
・
帯
檸
（
柄
付
の
も
の
、
子
母
榑
と
も
い
う
）
等
の
異
形
簿
も
含
む
も
の

と
す
る
。

④
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
「
中
国
田
野
考
古
報
告
集
。
洛
陽
焼
溝
漢
墓
」
、
一

九
五
九
年
十
二
月
。
本
報
告
書
は
焼
溝
に
お
い
て
集
中
的
に
発
見
さ
れ
た
延
べ
一
○

四
○
に
余
る
各
種
漢
墓
に
関
し
、
そ
の
型
式
や
年
代
に
つ
ぎ
詳
説
し
て
い
る
。
現
在

に
お
い
て
も
漢
墓
に
関
す
る
最
も
纒
ま
っ
た
調
査
報
告
書
で
あ
ろ
う
。

三
、
空
心
傳
と
小
傳
の
交
替
期

一

一

一

八



漢
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

形
（
切
妻
ま
た
は
舟
底
形
、
「
焼
溝
漢
墓
」
に
い
う
第
二
型
の
墓
頂
。

「
焼
溝
漢
墓
」
の
第
二
型
に
は
、
後
出
の
小
碑
に
よ
る
券
頂
、
す
な
わ
ち
ヴ
ォ

ー
ル
ト
形
墓
頂
を
も
含
み
、
舟
底
形
及
び
ヴ
ォ
ー
ル
ト
形
を
一
括
し
て
弧
頂
と

呼
ん
で
い
る
）
の
墓
頂
と
し
て
い
る
。
な
お
第
三
二
号
墓
で
は
、
封
門
部
分
に

若
干
の
小
碑
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
右
の
両
墓
の
築
造
年
代
は
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
随
葬
品
等
か
ら
推
し
て

西
漢
晩
期
な
い
し
東
漢
早
期
に
お
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
空
心

碑
墓
の
終
末
期
を
一
応
こ
の
頃
と
し
て
お
く
。
因
み
に
こ
の
年
代
は
「
焼
溝
漢

墓
」
期
別
の
第
三
な
い
し
第
四
期
に
相
当
し
、
焼
溝
で
は
そ
の
間
に
第
一
―
―
―
―
一
号

墓
の
よ
う
な
平
頂
を
持
つ
空
心
碑
墓
は
既
に
見
ら
れ
ず
、
同
墓
群
の
第
一

0
ニ

号
墓
が
こ
の
両
期
に
ま
た
が
る
空
心
碑
墓
で
、
主
室
は
弧
頂
で
図
一
に
似
て
お

り
、
耳
室
の
み
が
平
頂
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
「
焼
溝
漢
墓
」
で
も

墓
で
、

使
用
さ
れ
て
い
る
碑
は
、

但
し

様
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
空
心
碑
を
縦
横
に
積
み
上
げ
て
墓
壁
と
し
、

に
斜
披
碑
（
壁
硼
用
の
も
の
に
比
し
細
長
い
）
を
互
に
も
た
れ
か
け
さ
せ
屋
背

幅
は
少
し
狭
い
が
第
三
三
号
墓
と
ほ
ぼ
同

一九

但
し
空
心
簿
墓
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
こ
の

時
期
に
終
煉
し
た
も
の
と
し
て
も
、
空
心
碑
そ

の
も
の
は
さ
ら
に
後
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

表
一
に
お
い
て
、
東
漢
中
期
に
比
定
さ
れ
て
い

る
洛
陽
一
四
号
漢
墓
〈
D
4
〉
及
び
河
南
省
翠

県
石
家
庄
古
墓
〈
D
5
〉
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
。
石
家
庄
に
は
計
九
座
の
東

漠
墓
が
あ
り
、
う
ち
六
座
が
そ
の
中
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の

第
一
五
号
墓
で
は
墓
門
の
両
桓
を
小
簿
で
積
み
、

（
楯
）
を
横
架
し
て
い
る
。
同
墓
群
で
空
心
碑
の
使
用
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の

部
分
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
湖
南
省
寧
郷
で
も
東
漢
期
墓
中
か
ら
三
塊
の
空
心
碑

R
 

に
よ
る
墓
門
桓
が
発
掘
さ
れ
た
報
告
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
東
漠
中
期
に
至
っ

て
も
な
お
空
心
碑
は
散
見
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
既
に
墓
の
謳
体
を
構
成
す
る

主
要
材
料
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
座
を
す
べ
て
小
碑
に
譲
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
東
漠
晩
期
に
降
れ
ば
、
中
期
に
見
ら
れ
た
空
心
碑
の
部
分
的
使
用
さ
え
な

2
、
小
碑
使
用
の
始
期

次
に
空
心
碑
墓
に
代
っ
て
拾
頭
す
る
小
碍
墓
の
始
期
に
つ
い
て
見
よ
う
。
河

こ
れ
ら
の

南
省
も
湖
北
と
の
境
に
近
い
桐
柏
万
巌
で
は
計
九
座
の
漠
座
が
発
掘
さ
れ
、
そ

の
う
ち
五
座
が
小
碑
墓
で
（
他
は
土
坑
墓
）
、
さ
ら
に
そ
の
中
の
三
座
が
随
葬

品
か
ら
武
帝
の
頃
か
ら
西
漢
末
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
〈
B
3
〉。

く
、
ま
し
て
そ
れ
以
後
の
墳
墓
か
ら
は
ま
っ
た
く
そ
の
跡
を
絶
つ
。

そ
の
上

そ
の
上
に
空
心
碑
の
門
額

、

↓

N
J
'
’
;
 ．．
 
1
1
 Im ,,,.,,,,,,, 

鄭州二里闘第32号墓
（参考文献 <cs〉によ

る）

上・断面図 cm法は屋背形）
下・乎面図

図一

こ
れ
を
最
後
と
し
て
空
心
簿
墓
は
見
ら
れ
な
く

な
る
。
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図二A 済源洒澗溝三座漠墓第16号墓

（参考文献 (B4〉による）

甲→ ←甲乙→ ←乙
乙↓
―

← 甲

四

0

0 lm 

'""'""' 
図二B 済源洒澗溝三座漢墓第24号墓

（同上）



漢
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

墓
は
頂
部
が
一
様
に
陥
没
し
て
お
り
頂
法
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
壁
硼
．
舗
地

と
も
小
碑
の
み
で
、
空
心
碑
が
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
。
一
方
、
同
じ
河
南

省
で
も
黄
河
よ
り
北
の
新
郷
市
で
発
掘
さ
れ
た
済
源
油
澗
溝
漢
墓
〈
B
4
〉

三
座
は
何
れ
も
墓
頂
ま
で
整
っ
た
小
碑
墓
で
、
墓
壁
は
す
べ
て
錯
縫
順
硼
（
破

れ
目
地
で
長
方
碑
を
平
積
に
す
る
）
で
積
ま
れ
て
い
る
。
頂
法
ほ
円
洪
形
券
と

呼
ば
れ
る
ヴ
ォ
ー
ル
ト
形
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
部
分
の
碑
の
使
い
方
は
二

種
に
分
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
六
号
墓
（
図
二

A
)
で
は
墓
壁
が
錯
縫

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
起
洪
点
（
墓
壁
頂
）
か
ら
上
は
直
縫
順
硼
（
碑

ほ
平
ら
に
使
う
が
、
目
地
を
芋
目
地
ー
通
目
地
—
~
に
す
る
）
で
あ
る
の
に

対
し
、
第
八
及
び
第
二
四
号
墓
（
図
二

B
)
で
は
こ
の
部
分
も
壁
硼
と
同
じ
く

錯
縫
順
硼
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ヴ
ォ
ー
ル
ト
を
構
成
し
て
い
る
。
な
お
図
で
見
る
限

り
、
起
券
用
の
小
碑
は
楔
形
と
思
わ
れ
る
。

「
焼
溝
漢
墓
」
の
編
年
で
は
済
源
第
一
六
号
墓
の
よ
う
な
直
縫
形
式
の
ヴ
ォ

ー
ル
ト
は
、
錯
縫
形
式
の
も
の
よ
り
や
や
年
代
が
上
る
と
し
て
い
る
が
、
随
葬

品
等
よ
り
推
し
て
報
告
書
で
は
、
第
八
•
第
二
四
号
墓
と
雖
も
新
代
を
降
る
こ

と
は
な
い
と
し
て
い
る
。
な
お
同
省
堂
県
葉
嶺
村
西
漢
墓
〈
B
7
〉
も
西
漢
末

な
い
し
新
代
の
も
の
で
、
一
部
に
石
を
混
え
て
は
い
る
が
、
墓
壁
は
小
碑
の
順

碑
（
順
硼
に
同
じ
）
錯
縫
、
頂
法
は
順
硼
直
縫
で
、
さ
き
の
済
源
第
一
六
号
墓

に
似
て
い
る
。
表
一
に
挙
げ
た
限
り
、
以
上
が
小
碑
の
み
を
用
い
た
墓
葬
と
し

て
最
も
古
い
例
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
小
碑
の
み
を
用
い
た
湯
合
、
頂
法

は
必
然
的
に
ヴ
ォ
ー
ル
ト
形
（
券
頂
）
ま
た
は
ド
ー
ム
形
（
弯
窟
頂
）
を
採
ら

ざ
る
を
得
ず
、
空
心
碑
の
と
き
の
よ
う
な
平
頂
を
作
る
こ
と
ほ
技
術
的
に
不
可

四

゜

能
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

次
に
空
心
碑
墓
で
あ
る
が
小
碑
も
艦
体
構
造
に
併
せ
用
い
て
い
る
例
と
し
て

ほ
、
洛
陽
西
漠
卜
千
秋
壁
画
墓
〈
B
1
〉
及
び
洛
陽
西
漢
壁
画
墓
第
六
一
号
墓

〈B
2

〉
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
卜
千
秋
墓
（
図
一
―
-
)
の
主
室
は
墓
底
•
四
壁
・

頂
部
と
も
す
べ
て
空
心
碍
に
よ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
頂
法
は
平
背
斜
波
で
、
前

出
の
鄭
州
二
里
巌
の
も
の
（
図
一
）
が
斜
披
碑
を
単
に
も
た
れ
か
け
さ
せ
た
だ

け
の
屋
背
形
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
頂
部
に
頂
背
碑
と
呼
ぶ
乎
ら
な

部
材
を
加
え
、
舟
形
平
底
（
台
形
）
の
天
井
を
作
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
同
じ

＜
斜
披
を
用
い
な
が
ら
、
年
代
の
降
る
二
里
巌
の
方
に
簡
略
な
頂
法
の
採
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
一
応
注
目
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
卜
千
秋
墓
の

左
耳
室
は
、
主
室
と
は
対
照
的
に
墓
底
．
墓
壁
・
墓
頂
と
も
小
碑
で
築
か
れ
て

お
り
、
壁
硼
は
錯
縫
順
硼
、
頂
法
は
楔
形
小
碑
を
用
い
直
縫
順
硼
で
完
全
な
ヴ

ォ
ー
ル
ト
を
形
成
し
て
い
る
。
洛
陽
第
六
一
号
墓
の
主
室
と
耳
室
の
構
成
も
こ

れ
と
殆
ど
同
じ
と
い
っ
て
よ
い
が
、
頂
法
ほ
錯
縫
順
硼
で
あ
る
（
図
四
）
。
墓

葬
年
代
は
卜
千
秋
・
洛
陽
と
も
ほ
ぽ
同
じ
と
思
わ
れ
る
が
、
前
者
が
西
漢
中
期

や
や
後
、
昭
帝
な
い
し
宜
帝
(
B
C
八
六
年
ー
B
C
四
九
年
）
、
後
者
が
や
や
降

っ
て
元
帝
な
い
し
成
帝
(
B
C
四
八
年
|
B
C
七
年
）
の
間
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
主
室
と
耳
室
の
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
同
一
の
墳
墓
に
空
心
碍
と

小
碑
が
と
も
に
構
造
材
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
例
は
、
こ
れ
ら
二
種
の
碑
の
交R

 

替
期
を
探
る
う
え
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
焼
溝
漢
墓
」
で
は
既
に
第
一
型
の
墓
葬
に
小
碑
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ

こ
で
使
用
法
は
舗
地
ま
た
は
空
心
碑
壁
硼
の
補
完
用
、
或
は
封
門
用
と
し
て
で
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2. 平面図

四

3. 後壁
図三洛陽西漠卜千秋壁画墓
（参考文献 <B1〉による）



漢
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

図四洛陽前漠墓構法見取図
中華人民共和国漠唐壁画展図録（写真・資料中国人民対外友好協会，製作
東京・大塚巧芸社昭和51年 1月）による

四一

あ
っ
て
（
例
、
第
二
号
墓
、
第
二
期
）
、
も
と
よ
り
艦
体
を
構
成
す
る
主
材
料

と
は
い
い
難
い
。
「
焼
溝
漢
墓
」
で
長
方
碑
に
よ
る
壁
硼
及
び
楔
形
小
碑
に
よ

る
券
頂
の
現
わ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
第
八
二
号
墓
の
よ
う
に
第
二
型
一
式
（
弧

頂
で
、
か
つ
雨
道
を
有
し
な
い
も
の
）
か
ら
で
、
期
別
で
は
第
三
期
の
前
期
以

降
、
実
年
代
で
は
西
漢
晩
期
ー
ー
成
帝
な
い
し
王
奔

(
B
C
三
二
年
ー
A
D
ニ

0
年
）
ー
ー
に
相
当
し
、
主
室
の
用
材
に
空
心
碑
と
小
碑
の
違
い
は
あ
れ
、
乎
面

形
の
相
似
性
か
ら
推
し
て
も
、
お
お
む
ね
さ
き
の
洛
陽
第
六
一
号
墓
と
同
年
代

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
「
焼
溝
漢
墓
」
で
は
、
空
心
碍
は
墓
門
の
横
額

（
楯
）
の
み
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
謳
体
構
成
に
使

用
し
て
い
る
の
は
、
第
三
な
い
し
第
四
期
の
間
と
さ
れ
て
い
る
前
引
第
一

01
―

号
墓
の
み
ゃ
他
の
諸
例
は
壁
・
頂
部
と
も
す
べ
て
小
碑
で
築
か
れ
た
も
の
ば

か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
焼
溝
漢
墓
」
で
も
こ
の
時
期
、
す
な
わ
ち
実
年

代
で
紀
元
前
後
に
は
空
心
碑
か
ら
小
碑
へ
の
交
替
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
た
と
見

て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

な
お
焼
溝
と
同
じ
く
洛
陽
近
郊
の
金
谷
園
で
集
中
し
て
発
掘
さ
れ
た
墳
墓
群

（
洛
陽
西
郊
漢
墓
）

g
、
西
漢
中
期
に
比
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
9‘

焼
溝

一
型
（
空
心
碑
墓
で
平
頂
）
の
も
の
（
例
、
第
三
―
一
九
号
墓
、
図
五
）
と
、

同
二
型
（
小
碍
券
頂
墓
）
の
も
の
（
例
、
第
一
＿
三
四
四
号
墓
、
図
六
）
が
折
半

す
る
形
で
併
存
し
て
い
る
。
金
谷
園
は
随
葬
品
等
の
比
較
か
ら
、
焼
溝
よ
り
も

優
位
に
あ
る
集
団
の
墳
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
築
造
技
術
面
で
も
先
進

性
を
有
し
小
碑
券
頂
工
法
が
早
く
採
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
指
摘
は
充
分
に
説

得
性
を
持
つ
。
も
し
所
説
の
如
く
こ
の
一
群
を
西
漢
中
期
の
も
の
と
す
れ
ば
、



小
碑
を
艦
体
構
造
に
使
用
し
た
最
も
早
い
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か

し
一
方
で
、
卜
千
秋
墓
・
洛
陽
第
六
一
号
墓
、
あ
る
い
は
焼
溝
第
一

0
二
墓
の

よ
う
に
主
室
と
耳
室
を
備
え
て
い
る
も
の
で
は
、
ま
ず
耳
室
に
お
い
て
小
碑
券

頂
が
現
わ
れ
、
主
室
に
は
依
然
と
し
て
伝
統
的
な
空
心
碑
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

□ ~, ●| □ 
0 1 m ,,,,.,,,,,, 

図五 洛陽西郊漢墓（金谷園） 第3119号墓

（三註⑦引用文献による）

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
推
せ
ば
、
集
団
の
先
進
性
は
認
め
る
と
し
て
も
、
同
じ
く

洛
陽
周
辺
の
金
谷
園
に
お
い
て
の
み
、
い
わ
ゆ
る
一
型
と
完
成
し
た
小
碍
券
頂

が
同
一
時
期
に
併
存
し
た
と
は
俄
か
に
首
肯
し
難
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ほ
な

⑧
 

お
後
考
を
侯
ち
た
い
。

3
、
両
碑
交
替
の
実
年
代

以
上
を
総
合
し
て
、
小
碑
使
用
の
始
期
と
空
心
碑
の
終
末
は
お
お
む
ね
次
の

如
く
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

喜 z
L、―

o Im 

"""""' 
四
四

図六 洛陽西郊漠墓（金谷園）

（同上）

第3244号墓



そ
し
て
さ
ら
に
金
谷
園
に
お
け
る
編
年
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
少
く
と
も
洛

陽
周
辺
の
先
進
地
域
に
お
い
て
は
、
早
け
れ
ば
西
漢
中
期
、
降
っ
て
も
同
晩
期

の
初
め
ま
で
に
は
、
小
碑
に
よ
る
券
頂
は
熟
知
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
な
お
壁
硼
用
の
長
方
碑
は
、
そ
の
煎
芽
が
早
く
秦
代
に
認
め
ら
れ
る
以

心
上
漢
代
の
墳
墓
で
空
心
碑
に
よ
る
壁
硼
と
併
行
し
て
封
門
等
に
使
用
さ
れ
て

い
る
の
は
当
然
で
、
そ
れ
が
艦
体
構
造
に
移
行
す
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
技
術

的
に
は
何
の
障
碍
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
長
方
碑
使
用
の
始
期
を
壁
硼
に
関
し

大
き
い
。

漢
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

は
第
三
期
前
期
以
降
で
、
済
源
洒
澗
溝
漢
墓
の
年
代
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、
そ

れ
ら
は
空
心
碍
と
の
併
用
で
な
く
、
謳
体
を
す
ぺ
て
小
碑
の
み
で
築
い
た
も
の

伝
統
的
な
空
心
碑
に
抗
し
て
小
碑
が
拾
頭
す
る
に
は
、
ま
ず
副
次
的
な
使
用

か
ら
始
る
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
、
空
心
碑
と
小
碑
と
を
併
用
し
た
も

の
が
「
焼
溝
漢
墓
」
第
三
期
以
前
に
存
在
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
か
ろ

う
。
そ
の
意
味
で
も
、
主
室
を
空
心
碑
で
、
耳
室
を
小
碑
で
構
築
し
た
卜
千
秋

墓
や
洛
陽
西
漢
墓
（
何
れ
も
実
年
代
を
比
較
的
限
定
し
得
る
）
の
存
在
意
義
は

て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
焼
溝
漢
墓
」
に
お
い
て
小
碑
券
頂
の
現
わ
れ
る
の

ま
ず
小
碑
は
前
一
世
紀
半
ば
以
前
に
比
定
さ
れ
る
卜
千
秋
墓
に
お
い
て
、
耳

室
と
は
い
え
楔
形
小
碑
に
よ
る
直
縫
順
硼
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
が
完
成
し
て
い
た
。

こ
こ
で
既
に
楔
形
小
碑
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
通
常
の
長
方
碍
に
よ
る
壁
靭
は

い
わ
ず
も
が
な
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
は
「
焼
溝
漢
墓
」
の
期
別
に
い
う
第
三

期
の
前
期
に
一
応
当
て
ら
れ
よ
う
が
、
或
は
第
二
期
の
終
末
期
に
ま
で
遡
ら
せ

四
五

て
云
々
す
る
こ
と
は
、
こ
の
湯
合
あ
ま
り
意
味
は
な
か
ろ
う
。

一
方
、
空
心
碑
の
み
に
よ
る
構
成
ほ
、
「
焼
溝
漢
墓
」
で
は
お
そ
ら
く
は
第

三
期
に
遡
ら
せ
て
よ
い
第
一

0
二
号
墓
が
最
後
で
あ
る
が
、
表
一
で
は
或
は
東

漢
早
期
ま
で
降
る
か
と
思
わ
れ
る
鄭
州
二
里
巌
の
も
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば

時
期
的
に
初
期
の
小
碑
墓
と
ラ
ッ
プ
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
伝
統
様

式
と
新
興
様
式
の
併
存
と
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
し
、
部
分
的
な
使
用
が
東
漢

中
期
ま
で
散
見
さ
れ
る
の
も
ま
た
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
空
心
碑
の
み
で
謳

体
を
構
成
す
る
本
格
的
な
空
心
碑
墓
は
、
遅
く
と
も
東
漢
早
期
に
終
煉
し
た
こ

と
に
は
異
論
な
か
ろ
う
。

註①
映
西
省
臨
撞
県
秦
備
坑
で
は
、
一
号
門
道
南
辺
に
長
さ
約0
．
八
、
厚
さ0
•
五

メ
ー
ト
ル
の
条
碑
（
写
真
に
見
る
限
り
小
碑
と
同
形
）
積
の
辺
塙
が
発
見
さ
れ
て
い

る
（
文
物
、
一
九
七
五
年
―
一
期
）
。
し
か
し
こ
れ
は
単
な
る
。
＾
ー
テ
ィ
シ
虞
ソ
で
、

謳
体
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
同
個
坑
底
部
（
床
面
）
に
は
青
碑
が
、
ま

た
秦
都
咸
陽
第
一
号
宮
殿
建
築
遺
址
の
第
八
室
で
は
舗
地
用
に
方
碑
が
、
さ
ら
に
土

留
の
よ
う
な
形
で
碑
（
形
状
不
詳
）
が
竪
積
で
用
い
ら
れ
た
例
は
あ
る
（
文
物
、
一

九
七
六
年
―
一
期
）
。
因
み
に
後
者
の
遺
址
で
は
各
種
文
様
の
入
っ
た
空
心
碑
（
画

像
碑
）
も
出
土
し
て
い
る
。

②
焼
溝
第
一

0
二
号
墓
の
頂
部
は
後
に
見
る
洛
陽
卜
千
秋
壁
画
墓
〈
B
1
〉（図一ーー）

と
同
じ
平
背
斜
波
で
、
同
じ
く
舟
底
形
と
い
っ
て
も
鄭
州
第
三
二
号
墓
と
ま
っ
た
＜

同
じ
で
は
な
い
。
な
お
第
一

0
二
号
墓
の
年
代
に
つ
い
て
は
後
に
再
考
す
る
。

③
参
考
文
献
〈
B
9
〉
に
よ
る
。

④
フ
ラ
ッ
ト
（
陸
）
ア
ー
チ
を
用
い
れ
ば
小
碑
に
よ
る
乎
頂
も
理
論
上
は
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
開
口
の
楯
程
度
の
奥
行
な
ら
ば
と
も
か
く
、
水
乎
な
屋
蓋
を
煉
瓦
で
造

る
こ
と
は
、
古
今
東
西
そ
の
例
を
知
ら
な
い
。
居
庸
関
冥
台
（
北
京
西
北
約
六
0
キ



、

P

、
現
在
の
も
の
は
元
・
至
正
三
ー
ー
一
三
四
三
ー
ー
年
の
建
設
）
の
門
洞
天
井
の

中
央
部
が
、
あ
る
い
は
こ
の
例
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
外
壁
面
の
洪
門
部
は
フ

ラ
ッ
ト
ア
ー
チ
で
あ
っ
て
も
内
部
の
平
天
井
部
分
は
別
の
構
造
ー
—

l

例
え
ば
、
上
部

荷
重
を
一
旦
通
常
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト
で
受
け
、
下
面
を
何
等
か
の
方
法
で
水
平
に
貼
石

す
る
ー
—
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
な
お
漢
代
に
ほ
楯
と
雖
も
フ
ラ
ッ
ト
ア
ー
チ
は

見
ら
れ
ず
、
小
碑
墓
で
開
口
を
水
平
に
し
た
い
と
き
に
は
、
後
述
の
補
助
ア
ー
チ
を

用
い
て
い
る
。

⑤
報
告
書
に
よ
る
と
、
卜
千
秋
墓
主
室
の
壁
画
ほ
空
心
碑
を
積
み
上
げ
て
か
ら
描
い

た
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
番
号
を
付
し
た
個
々
の
空
心
碑
に
白
日
の
下
で
彩

画
し
、
そ
れ
を
順
序
に
従
っ
て
組
み
立
て
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今

日
で
い
う
プ
レ
ハ
プ
的
工
法
が
採
ら
れ
て
お
り
、
単
に
年
代
の
特
定
と
空
心
碑
・
小

碑
の
併
用
の
事
例
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
意
味
で
も
卜
千
秋
墓
は
注
目
す
べ
き

遣
構
で
あ
ろ
う
。

⑥
「
焼
溝
漢
墓
」
で
は
第
一

0
二
号
墓
が
第
四
期
ま
で
降
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
が
、
既
に
ほ
ぼ
同
じ
楷
造
を
持
ち
、
し
か
も
年
代
を
比
較
的
特
定
し

得
る
卜
千
秋
墓
等
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
現
在
、
敢
え
て
年
代
を
降
す
必
要
は

な
く
、
む
し
ろ
第
三
期
に
特
定
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑦
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
洛
陽
発
掘
隊
「
洛
陽
西
郊
漢
墓
発
掘
報
告
」
考
古
学

報
、
一
九
六
三
年
第
二
期
。
金
谷
園
墳
墓
に
つ
い
て
ほ
、
一
註
②
書
に
説
か
れ
て
い

る
。
以
下
、
本
稿
の
金
谷
園
に
関
す
る
考
察
は
多
く
同
論
文
に
負
う
。

⑧
洛
陽
西
郊
漢
墓
第
一
ニ
ー
一
九
号
墓
（
図
五
）
は
墓
室
が
東
西
二
棺
室
に
分
れ
た

「
焼
溝
漢
墓
」
に
い
う
第
一
型
二
式
墓
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
西
棺
室
頂
部
は
空
心
碑

平
頂
で
あ
る
が
、
東
棺
室
の
頂
部
は
小
碑
券
頂
で
あ
る
（
壁
硼
ほ
空
心
碑
）
。
但
し

こ
の
券
頂
に
関
し
報
告
書
ほ
、
『
頂
部
千
空
心
碑
壁
上
全
部
改
用
小
碑
起
券
』
と
し
、

後
の
改
造
を
認
め
て
い
る
。
お
そ
ら
く
当
初
は
西
棺
室
と
同
じ
く
空
心
碑
平
頂
で
あ

ろ
う
。
ま
た
こ
の
券
頂
は
、
一
見
し
て
ス
。
＾
ソ
に
対
し
て
ラ
イ
ズ
（
起
洪
点
よ
り
ヴ

ォ
ー
ル
ト
頂
点
ま
で
の
鉛
直
距
離
）
が
低
い
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
以
上
の
こ
と
は
、
金
谷
園
に
お
い
て
焼
溝
第
二
型
に
分
類
さ
れ
て
い
る
第
三
二
〇

（
図

二
号
墓
の
主
室
頂
部
に
つ
い
て
も
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
な

お
詳
し
い
考
察
を
必
要
と
し
よ
う
。

⑨
本
節
註
①
参
照
。

四
、
碑
墓
の
分
布
と
拡
散

図
七
は
表
一
に
挙
げ
た
事
例
を
、
東
漢
早
期
以
前
ー
と
、
同
中
期
以
降

II
に

分
け
て
地
図
上
に
。
フ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
同
図
を
参
照
し
な
が
ら

漠
代
小
碑
墓
の
分
布
状
況
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

前
節
本
文
で
採
り
上
げ
た
空
心
碑
・
小
碑
交
替
期
の
碑
墓
の
所
在
は
、
一
例

（
湖
南
省
寧
郷
の
も
の
）
を
除
き
す
べ
て
河
南
省
の
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
空
心
碑
の
使
用
さ
れ
た
地
域
は
、
河

①
 

南
省
に
多
く
、
図
七
ー
ー
に
お
い
て
も
黄
河
南
岸
に
特
に
濃
密
で
あ
る
。

初
期
の
小
碑
墓
（
西
漢
中
期
な
い
し
晩
期
の
も
の
）
の
分
布
も
、
こ
の
空
心

碑
集
中
の
地
域
を
出
る
も
の
で
な
く
、
空
心
碑
と
の
併
用
例
も
含
め
て
、
河
南

省
を
中
心
と
す
る
華
北
一
帯
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
新
代
ま
で
降
れ
ば
、

そ
の
範
囲
は
ま
ず
南
に
向
っ
て
湖
南
省
に
及
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
同
省
長
沙
（
湖

南
長
沙
古
代
墓
〈
B
9〉
)
、
及
び
零
陵
（
湖
南
零
陵
李
家
園
発
現
新
非
墓
〈
B

10
〉
)
で
、
こ
の
時
期
の
小
碑
に
よ
る
券
頂
墓
が
そ
れ
ぞ
れ
確
か
め
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
東
漠
早
期
に
至
れ
ば
、
江
西
省
（
南
昌
市
郊
墓
〈
C
8

〉
•
南
昌

青
雲
譜
漢
墓
〈
C
9〉
)
か
ら
広
東
省
、
そ
れ
も
雷
州
半
島
の
先
端
に
近
い
徐

聞
（
広
州
徐
聞
東
漠
墓
〈
C
1
2〉
)
で
も
既
に
碑
墓
が
営
ま
れ
て
い
た

八）。こ
の
徐
聞
で
は
、
三
ヶ
村
で
計
五
十
一
座
の
小
碑
墓
・
碑
石
合
構
墓
及
び
石

四
六



漢
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

四
七

、,'一、ヽ"•:
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図七A 漢代縛墓の分布 (I) 
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C

 

空心碑墓
空心碑・ 小縛併用墓
小碑墓

西漢・新代
東漢早期

東漠初期以前



空心石尊・ 小縛併用墓
小碑墓

D 東漢中期
E 東漢晩期

図七B 漢代碑墓の分布 (JI) 東漠中期以後

四
八



他
ほ
券
頂
で
あ

る
。
特
に
碑
石
合
構
墓
で
は
墓
底
．
墓
壁
と
も
大
型
の
石
板
を
用
い
、
墓
頂
の

み
が
小
碑
に
よ
る
ヴ
ォ
ー
ル
ト
と
な
っ
て
お
り
、
前
節
に
見
た
金
谷
園
第
一
＿
二

一
九
号
墓
の
空
心
碑
墓
壁
と
小
簿
券
頂
の
関
係
が
想
起
さ
れ
る
。

徐
聞
の
墳
墓
群
は
ほ
ぼ
章
帝

(
A
D
七
六
ー
八
九
）
の
頃
の
も
の
と
さ
れ
て

い
る
が
、
広
東
省
で
は
そ
の
他
に
紹
関
（
広
東
紹
関
市
郊
古
墓
〈
C
1
0
〉
)
・
広

州
（
広
州
動
物
園
東
漠
建
初
元
年
墓
〈

cll〉
)
等
で
同
年
代
の
碑
墓
が
発
見

さ
れ
て
お
り
、
特
に
後
者
の
第
二
号
墓
で
は
、
『
建
初
元
年

(
A
D
七
六
）
七

月
十
四
日
甲
寅
治
碑
』
の
記
年
銘
の
あ
る
墓
碑
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
も
広

州
に
は
「
永
元
九
年

(
A
D
九
七
）
」
・
「
建
寧

(
A
D
一
六
八
ー
一
七
二
）
」
の

I I I I 111,1,1~ 

＼
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漠
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

o Im 

"'"""'' 

図八 広東徐聞東漠墓

き、 ル
前
後
に
停
ま
り
、
頂

か
か
わ
ら
ず
一
メ
ー
ト

第33号墓（参考文献 (C12〉による）

高
さ
は
平
面
の
如
何
に

0
•
八
メ
ー
ト
ル
で
、

き
く
な
く
、
す
べ
て
単

室
で
、
最
大
の
も
の
で

も
長
さ
ニ
・
一
四
、
幅

法
は
、
石
室
土
坑
の
石

板
に
よ
る
平
頂
を
除

の
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大

て
い
る
。
も
っ
と
も
そ

室
土
坑
墓
が
発
掘
さ
れ

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

四
九

|
•
第
四
型
ー
雙
弯
薩

l
)
、
ま
た
ア
ー
チ
の
組
方
に
も
三
重
券
•
四

③

④
 

重
券
の
も
の
が
見
ら
れ
、
な
お
補
助
ア
ー
チ
さ
え
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
に
至
っ
て
小
碑
墓
作
成
の
技
術
は
一
応
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
認
め
ら

れ
、
い
わ
ゆ
る
煉
瓦
積
技
法
の
一
般
的
な
知
識
は
完
全
に
マ
ス
ク
ー
さ
れ
た
と

お
い
て
ド
ー
ム

（
弯
窒
）
が
現
わ
れ
（
「
焼
溝
漠
墓
」

東
漢
中
・
晩
期
に
ま
で
降
れ
ば
、
表
一
の
事
例
に
限
っ
て
も
図
七
ー
II
に
見

る
よ
う
に
、
小
碑
墓
は
、
北
は
遼
寧
省
（
潅
陽
伯
宮
屯
漢
墓
〈
D
2
〉
)
、
西
は

甘
粛
省
（
酒
泉
県
下
河
清
〈
D
6〉
・
武
威
雷
台
東
漢
墓
〈
E
1
6
〉
等
）
に
及

ぶ
。
同
時
に
墓
室
の
規
模
も
次
第
に
大
き
く
構
成
も
複
雑
化
し
、
特
に
頂
法
に

の
第
三
型
1

単
弯
認

、。
ぅ
カ

文
字
の
あ
る
字
簿
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
広
西
省
杜
族
自
治
区
合
浦

（
漢
代
で
は
徐
聞
と
同
郡
）
の
貴
県
で
も
同
じ
頃
の
碑
墓
が
存
在
し
て
い
る

（
参
考
文
献
〈
C
1
2
〉
に
よ
る
）
。

以
上
の
洛
陽
か
ら
長
沙
・
零
陵
を
経
て
広
州
（
漠
代
の
南
海
）
に
通
じ
る

線
、
或
は
南
昌
（
同
、
予
州
）
を
経
由
す
る
線
は
、
何
れ
も
漠
代
の
主
要
陸
上

交
易
路
に
当
り
、
そ
の
先
端
、
前
出
の
徐
聞
に
は
既
に
西
漢
武
帝
の
元
鼎
六
年

(
B
C
-
―
-
）
に
県
治
が
設
置
さ
れ
、
南
海
貿
易
の
重
要
拠
点
と
さ
れ
て
い

た
。
そ
う
す
れ
ば
小
碑
に
よ
る
ヴ
ォ
ー
ル
ト
技
術
も
、
中
原
を
発
し
て
こ
れ
ら

ル
ー
ト
上
の
要
衝
に
順
次
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
そ

し
て
前
述
各
遺
跡
の
年
代
差
は
、
い
み
じ
く
も
中
原
文
化
の
南
方
へ
滲
透
す
る

速
度
を
示
す
―
つ
の
指
標
と
し
て
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ



以
上
を
通
観
し
て
、
小
縛
を
謳
体
に
使
用
し
た
墳
墓
は
西
漠
中
期
以
降
、
河

南
省
を
中
心
に
同
心
円
的
に
拡
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
少
な
く
と
も

河
南
省
以
外
に
源
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
直
線
的
に
中
原
に
導
入
さ
れ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
特
に
甘
粛
に
お
け
る
年
代
の
遅
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
技
術
が
西

方
よ
り
自
然
的
に
滲
透
し
て
き
た
と
す
る
説
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

註①
図
七
ほ
表
一
の
諸
例
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
代
簿
墓
の
す
べ
て
を

網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
河
南
省
に
最
も
濃
密
で
あ
る
こ
と
は
、
本
図
に

焼
溝
や
金
谷
園
の
諸
例
を
加
え
た
場
合
を
考
え
れ
ば
、
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

な
お
空
心
碍
分
布
の
範
囲
は
、
従
来
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
河
南
省
を
中
心
に
河

北
・
映
西
・
山
東
の
各
省
及
び
安
徽
•
江
蘇
両
省
の
淮
北
部
に
限
ら
れ
る
と
し
て
い

る
が
（
一
註
①
長
谷
川
論
文
他
）
、
そ
の
他
、
湖
南
省
及
び
内
蒙
古
自
治
区
に
お
い

て
も
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
（
二
註
③
論
文
他
）
。

②
漢
書
・
南
葛
伝

（
元
鼎
）
六
年
冬
・
：
・
・
・
南
患
已
平
、
遂
以
其
地
為
南
海
、
蒼
梧
、
郁
林
、
合
浦

…
…
九
郡
。

漢
書
・
地
理
志

合
浦
郡
、
県
五
、
徐
聞
、
高
涼
、
合
浦
、
臨
允
、
朱
盛
。

③
「
焼
溝
漢
墓
」
で
は
第
三
期
に
比
定
さ
れ
る
第
六
三
二
号
墓
に
既
に
二
重
券
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
和
林
格
爾
東
漢
壁
画
墓
〈
E
1
〉
で
は
三
重
券
が
使
わ
れ
て
い
る
。

以
後
、
近
世
に
至
る
ま
で
多
重
券
は
中
国
ア
ー
チ
エ
法
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い

る。
④
密
県
打
虎
亭
漠
代
画
像
石
壁
画
墓
〈
E
1
2
〉
で
は
三
重
券
を
用
い
る
ほ
か
、
補
助

ア
ー
チ
も
見
ら
れ
る
。
補
助
ア
ー
チ
と
は
、
開
口
上
部
に
水
平
の
楯
を
渡
し
、
そ
の

上
に
組
ま
れ
た
ア
ー
チ
を
い
う
。
こ
の
場
合
、
上
部
荷
重
は
ア
ー
チ
に
よ
っ
て
負
担

さ
れ
、
楯
に
は
か
か
ら
な
い
。
ア
ー
チ
工
法
を
採
り
な
が
ら
、
開
口
上
部
を
水
平
に

区
切
る
場
合
（
開
閉
装
置
＇
~
戸
・
障
子
等
ー
を
取
り
付
け
る
の
に
都
合
が
よ

い
）
に
膜
々
採
用
さ
れ
る
。
ま
た
補
助
ア
ー
チ
を
壁
体
に
埋
め
込
む
よ
う
に
組
め

ば
、
壁
体
の
補
強
に
も
な
る
。
密
県
の
例
で
は
、
開
口
上
部
、
壁
体
補
強
の
双
方
に

補
助
ア
ー
チ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
西
方
で
の
補
助
ア
ー
チ
の
確
実
な
例
は
ロ

ー
マ
時
代
に
な
ら
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

結
語
ー
|
残
さ
れ
た
問
題
I

以
上
を
通
じ
て
、
小
碑
墓
発
生
の
時
期
、
あ
る
い
は
そ
の
分
布
に
関
し
て

は
、
最
近
の
発
掘
調
査
事
例
を
含
め
て
も
、
諸
先
学
の
論
考
を
特
に
大
き
く
修

正
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
過
程
で
、
幾
つ
か

の
新
し
い
問
題
が
提
起
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
中
国
に
お
け
る
碑
の
自
生
•
他
生
の
問
題
は
古
く
か
ら
論
争
が
繰
返

い
ま
、
空
心
碍
が
中
国
独
自
の
発
想
で

さ
れ
な
が
ら
未
だ
定
説
を
聞
か
な
い
。

あ
る
こ
と
を
疑
う
者
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
製
造
技
術
面
で
は

先
行
し
て
よ
い
筈
の
小
碑
が
遅
れ
て
用
い
ら
れ
、
か
つ
、
小
碑
使
用
の
始
期
に

殆
ど
間
髪
を
入
れ
ず
完
全
な
ア
ー
チ
法
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
間
に
疑
似
ア
ー
チ

の
用
い
ら
れ
た
期
間
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。
お
よ
そ
煉

瓦
造
な
い
し
石
造
を
多
用
し
た
古
代
文
明
諸
地
域
（
メ
ソ
ボ
ク
ミ
ヤ
・
エ
ジ
プ

ト
・
イ
ン
ダ
ス
・
マ
ヤ
等
）
に
お
い
て
、
疑
似
ア
ー
チ
の
段
階
を
経
ず
真
の

ア
ー
チ
を
開
発
し
た
処
は
な
く
、
特
に
メ
ソ
ボ
ク
ミ
ヤ
を
除
い
て
ほ
独
力
で
真

の
ア
ー
チ
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
メ
ソ
ボ
ク
ミ
ヤ

に
お
い
て
す
ら
、
疑
似
か
ら
真
に
至
る
の
に
千
年
に
余
る
長
期
間
を
必
要
と
し

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
中
国
に
限
っ
て
小
碑
の
使
用
と
ア
ー
チ

五、

五
〇



① 註

漠
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

一
註
①
書
等
。

次
に
、
空
心
碑
に
お
け
る
斜
披
頂
と
、
小
碑
に
よ
る
ヴ
ォ
ー
ル
ト
頂
と
の
前

後
関
係
は
、
伴
出
随
葬
品
の
相
対
年
代
の
比
較
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
ヴ
ォ
ー

ル
ト
が
先
行
し
、
斜
披
が
そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
発
案
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
oC

し
か
し
斜
披
と
ヴ
ォ
ー
ル
ト
が
併
存
す
る
遺
構
に
お
い
て
は
、
主
室
に

斜
披
、
耳
室
に
ヴ
ォ
ー
ル
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
使
い
分
け
る
の
が
常
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
両
者
の
前
後
関
係
を
単
に
構
造
技
術
の
面
か
ら
だ
け
で
捉
え
る

わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
い
わ
ん
や
本
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
地
上
の
木
造

架
構
物
に
も
斜
披
形
の
も
の
が
存
在
し
て
い
た
（
例
え
ば
武
氏
祠
前
石
室
第
六

石
画
像
石
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
橋
梁
状
の
も
の
）
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
と
の
関

係
も
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
斜
披
・
ヴ
ォ
ー
ル
ト
の
前
後
関
係
は

な
お
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
と
な
ろ
う
。

そ
の
他
、
今
回
は
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
子
母
碑
の
使

用
、
補
助
ア
ー
チ
の
使
用
も
中
国
に
お
け
る
碑
築
技
術
の
解
明
に
重
要
な
関
連

を
有
し
て
い
る
し
、
ま
た
一
般
に
煉
瓦
積
に
必
須
と
考
え
ら
れ
る
モ
ル
タ
ル
に

つ
い
て
は
、
漠
代
縛
墓
の
報
告
書
そ
の
も
の
の
記
載
が
明
確
で
な
く
、
使
用
の

有
無
す
ら
不
明
な
例
が
殆
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
す
べ
て
残
さ
れ
た
問
題
と
し

て
今
後
の
考
察
に
譲
り
た
い
。

い
か
と
思
わ
れ
る
。

の
完
成
が
ほ
ぼ
同
時
点
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
ほ
極
め
て
特
異
で
、
こ
の
点
に
碑

の
自
生
•
他
生
の
決
定
に
関
わ
る
一
つ
の
重
要
な
鍵
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な

五

考

文

献

1

「
文
物

(
w
e
n
w
u
)
」
文
物
出
版
社
。
一
九
五

1

年
創
刊
（
た
だ
し
一
九
五
一
年

一期
1
一
九
五
八
年
―
二
期
ま
で
は
、
「
文
物
参
考
資
料
」
）
月
刊
。

2

「
考
古

(
k
a
o
k
o
)
」
北
京
科
学
出
版
社
。
一
九
五
五
年
創
刊
。
隔
月
刊
。

参
考
文
献
1
、
2
よ
り
特
に
参
考
と
し
た
記
事
を
以
下
に
あ
げ
る
。
頭
書
の
記
号

の
B
I
E
は
二
の
い
に
準
ず
る
。

B
1

洛
陽
博
物
館
「
洛
陽
西
漠
卜
千
秋
壁
画
墓
」
文
物
一
九
七
七
年
六
期
。

B
2

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
洛
陽
西
漢
壁
画
墓
発
掘
報
告
」
考
古
学
報
一

九
六
四
年
第
二
期
。

B
3

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
南
桐
柏
万
岡
漢
墓
的
発
掘
」
考
古
一
九
六

四
ー
八
゜

B
4
河
南
省
博
物
館
「
済
源
洒
澗
溝
一
＿
一
座
漠
墓
的
発
掘
」
文
物
一
九
七
三
ー
ニ
。

B
5

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
南
翠
県
石
家
庄
古
墓
葬
発
掘
簡
報
」
考
古

一
九
六
三
ー
ニ
。

B
6

鄭
州
市
博
物
館
「
鄭
州
新
通
橋
漢
代
画
象
空
心
碑
墓
」
文
物
一
九
七
ニ
ー
一

0
。

B
7

堂
県
文
化
館
「
河
南
翠
県
葉
嶺
村
発
見
一
座
西
漠
墓
」
考
古
一
九
七
四
ー

ニ。

B
8

映
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
西
安
東
郊
韓
森
砦
漢
墓
清
理
簡
報
」
考
古
一
九

六
O
I五゚

B
9

高
至
喜
「
湖
南
古
代
墓
葬
概
況
」
文
物
一
九
六
O
I三゚

B
1
0
周
世
栄
「
湖
南
零
悛
李
家
園
発
現
新
非
墓
」
考
古
一
九
六
四
ー
九
゜

B
1
1
賀
宮
保
「
洛
陽
老
城
西
北
郊
八
一
号
漢
墓
」
考
古
一
九
六
四
—
八
゜

C
1

北
京
市
文
物
工
作
隊
「
北
京
昌
平
白
浮
村
漠
・
唐
・
元
墓
葬
発
掘
」
考
古
一

九
六
三
ー
三
。

C
2
河
北
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
定
県
北
庄
漠
墓
出
土
文
物
簡
報
」
文
物
一
九

六
四
ー

l

二゚

C
3

「
山
西
省
太
原
金
勝
村
九
号
漢
墓
」
文
物
一
九
五
九
ー
一

0
文
物
工
作
報

参



導。

C
4

江
蘇
省
文
物
管
理
委
員
会
。
南
京
博
物
院
「
江
蘇
塩
城
三
羊
塾
漢
墓
清
理
報

告
」
考
古
一
九
六
四
ー
八
゜

C
5

河
南
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
鄭
州
二
里
闘
漢
画
象
空
心
碑
墓
」
考
古
一
九
六

―
-T-
―° 

C
6

河
南
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
南
榮
陽
河
王
水
庫
漢
墓
」
文
物
一
九
六
〇

ー
五
。

C
7

河
南
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
南
桐
柏
万
閥
漢
墓
」
考
古
一
九
六
四
ー
八
゜

C
8

劉
玲
「
江
西
南
昌
市
郊
清
理
一
座
漢
墓
」
考
古
一
九
六
四
ー
ニ
。

C
9

江
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
江
西
南
昌
青
雲
譜
漢
墓
」
考
古
一
九
六
0
ー一

0
。

C
1
0

広
東
省
博
物
館
「
広
東
詔
関
市
郊
古
墓
発
掘
報
告
」
考
古
一
九
六
一
ー
八
゜

cll
広
州
市
文
物
管
理
委
員
会
「
広
州
動
物
園
東
漢
建
初
元
年
墓
」
文
物
一
九
五

九
ー
ニ
。

C
1
2

広
東
省
博
物
館
「
広
東
徐
聞
東
漢
墓
」
考
古
一
九
七
七
ー
四
゜

D
1

「
内
蒙
古
自
治
区
包
頭
市
寓
爾
吐
壕
漢
墓
」
文
物
一
九
六

0
ー
ニ
、
文
物
工

作
報
導
。

D
2

濡
陽
文
物
工
作
組
「
濡
陽
伯
宮
屯
漢
魏
墓
葬
」
考
古
一
九
六
四
―
―
―
。

D
3

鎮
江
市
博
物
館
・
円
陽
県
文
化
館
「
江
蘇
円
陽
東
漢
墓
」
考
古
一
九
七
八
ー

三。

D
4

河
南
文
物
工
作
隊
第
二
隊
「
洛
陽
一
四
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
文
物
参
考
資
料

一
九
五
五
年
第
一

0
期。

D
5

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
南
翠
県
石
家
庄
古
墓
葬
発
掘
簡
報
」
考
古

一
九
六
三
ー
ニ
。

D
6

甘
粛
省
文
物
管
理
委
員
会
「
酒
泉
下
河
清
第
一
号
和
第
一
八
号
墓
発
掘
簡

報
」
文
物
一
九
五
九
ー
一
〇

甘
粛
省
文
物
管
理
委
員
会
「
甘
粛
酒
泉
県
下
河
清
漢
墓
清
理
簡
報
」
文
物
一

九
六

0
ーニ。

D
7

江
西
省
博
物
館
「
江
西
南
昌
東
漢
・
東
呉
墓
」
考
古
一
九
七
八
—
―
―
―
°

D
8

「
湖
南
衡
陽
豪
頭
山
発
現
東
漢
永
元
十
四
年
墓
」
文
物
一
九
七
七
ー
ニ
。
文

博
簡
報
。

D
9

広
東
省
文
物
管
理
委
員
会
「
広
東
仏
山
市
郊
瀾
石
東
漢
墓
発
掘
報
告
」
考
古

一
九
六
四
ー
九
゜

E
1

内
蒙
古
文
物
工
作
隊
、
内
蒙
古
博
物
館
「
和
林
格
爾
発
現
一
座
重
要
的
東
漢

壁
画
墓
」
文
物
一
九
七
四
ー
一
。

E
2

北
京
文
物
管
理
処
「
北
京
順
義
臨
河
村
東
漢
墓
発
掘
筒
報
」
考
古
一
九
七
七

ー
方

E
3

北
京
文
物
工
作
隊
「
北
京
昌
乎
半
裁
塔
村
東
周
和
両
漢
墓
」
考
古
一
九
六
三

ー―――°

E
4

定
県
博
物
館
「
河
北
定
県
四
三
号
漢
墓
発
掘
簡
報
」
文
物
一
九
七
三
ー
一

E
5

河
北
省
文
物
管
理
委
員
会
「
石
家
庄
市
北
宋
村
清
理
両
座
漢
墓
」
文
物
一
九

五
九
ー
一
。

E
6

「
河
北
石
家
庄
市
橋
東
単
室
碑
墓
」
文
物
一
九
五
九
ー
四
文
物
工
作
報
導
。

E
7

山
西
省
文
物
管
理
委
員
会
・
山
西
省
考
古
研
究
所
「
山
西
孝
義
張
家
庄
漢
墓

発
掘
記
」
考
古
一
九
六
O
I七゚

E
8

李
奉
山
「
山
西
丙
城
石
門
村
発
現
的
漢
墓
」
考
古
一
九
六
三
ー
九
゜

E
9

竜
県
博
物
館
「
竜
県
鳳
凰
台
一
号
漠
墓
」
考
古
一
九
七
四
ー
―
―
―
。

E
1
0

江
蘇
省
文
物
管
理
委
員
会
、
南
京
博
物
館
「
江
蘇
徐
州
・
銅
山
五
座
漢
墓
清

理
簡
報
」
考
古
一
九
六
四
—
1
0。

E
1
1

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
鄭
州
二
里
闘
的
一
座
漢
代
小
碑
墓
」
考
古
一

九
六
四
ー
四
゜

E
1
2

安
金
椀
、
王
与
剛
「
密
県
打
虎
亭
漢
代
画
象
石
室
和
壁
画
墓
」
文
物
一
九
七

ニ
ー
一

0
。

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
「
河
南
密
県
打
虎
亭
発
現
大
型
漢
代
壁
画
墓
和

画
象
石
墓
」
文
物
一
九
六
〇
ー
四
゜

五



漢
代
碑
墓
の
変
遷
と
そ
の
分
布
に
つ
い
て

E
認
余
扶
危
、
賀
宮
保
「
洛
陽
東
関
東
漢
殉
人
墓
」
文
物
一
九
七
三
ー
ニ
。

E
1
4

河
南
省
博
物
館
「
霊
宝
張
湾
漢
墓
」
文
物
一
九
七
五
ー
一
―
°

E
1
5

南
陽
市
博
物
館
「
南
陽
発
現
東
漠
許
阿
檻
墓
志
画
像
石
」
文
物
一
九
七
四
ー

八゚

E
1
6

廿
粛
省
博
物
館
「
甘
粛
武
威
雷
台
東
漠
墓
清
理
簡
報
」
文
物
一
九
七
ニ
ー

ニ。

E
1
7

甘
粛
省
博
物
館
「
甘
粛
武
威
勝
家
庄
漠
幕
発
掘
簡
報
」
考
古
一
九
六

0
1

六゚

E
1
8

甘
粛
省
博
物
館
「
甘
粛
酒
泉
漠
代
小
咳
墓
清
理
」
考
古
一
九
六
O
I六゚

E
1
9

嘉
裕
関
市
文
物
清
理
小
組
「
嘉
硲
関
漢
画
像
碑
室
墓
」
文
物
一
九
七
ニ
ー
一

ニ。

E
2
0

「
西
寧
昭
把
郷
指
揮
庄
村
漢
墓
」
文
物
一
九
五
九
ー
ニ
文
物
工
作
報
導
。

五一

E
2
1

「
西
寧
市
南
灘
漠
墓
」
考
古
一
九
六
四
ー
五
簡
訊
゜

E
2
2

湖
北
省
博
物
館
「
湖
北
房
県
的
東
漢
、
六
朝
墓
」
考
古
一
九
七
八
ー
五
゜

E
2
3

「
四
川
阿
塙
州
発
現
漠
墓
」
文
物
一
九
七
六
I
―
一
文
博
簡
報
。

E
2
5

黄
願
寿
「
江
西
清
江
武
陵
東
漠
墓
」
考
古
一
九
七
六
ー
五
゜

E
2
6

「
江
西
永
新
清
理
一
座
東
漢
墓
」
考
古
一
九
六
四
ー
八
簡
訊
゜

E
2
7

「
長
沙
東
屯
渡
清
理
了
一
座
東
漢
碑
室
墓
」
文
物
一
九
六
O
I五
文
物
工
作

報
導
。

E
2
8

貴
州
省
博
物
館
「
責
州
齢
西
県
漠
墓
発
掘
簡
報
」
文
物
一
九
七
ニ
ー
一
―
°

E
2
9

広
東
省
博
物
館
「
広
東
紹
関
市
郊
古
墓
発
掘
報
告
」
考
古
一
九
六
一
ー
八
゜

E
3
0

広
東
省
文
物
管
理
委
員
会
「
広
東
仏
山
市
郊
瀾
石
東
漢
墓
発
掘
報
告
」
考
古

一
九
六
四
ー
九
゜




